
衆
議
院
小
選
挙
区
の
一
つ
で
あ

る
千
葉
４
区
で
４
月
１
日
、
「
安

保
法
制
廃
止
・
立
憲
主
義
回
復
・

個
人
の
尊
厳
尊
重
」
を
求
め
る
市

民
連
合
の
発
足
集
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

名
称
は
「
選
挙
で
変
え
る
！
４

区
船
橋
市
民
の
会
」
（
略
称
・
か

え
る
４
区
）
。
千
葉
４
区
は
船
橋

市
の
一
部
を
除
く
地
域
で
す
。

「
会
」
結
成
の
き
っ
か
け
に
な
っ

た
の
は
、
１
月
３
０
日
に
発
足
し

た
「
千
葉
県
市
民
連
合
」
で
、
結

成
集
会
で
「
県
内
各
衆
議
院
小
選

挙
区
ご
と
に
市
民
連
合
を
つ
く
ろ

う
」
と
呼
び
か
け
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
に
応
え
て
「
千
葉
４
区

で
も
結
成
し
よ
う
」
と
有
志
が
集

ま
り
、
そ
の
後
、
５
回
に
わ
た
っ

て
準
備
会
議
が
持
た
れ
、
こ
の
日

の
発
足
集
会
を
迎
え
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

集
会
で
は
、
１
０
０
人
以
上
の

市
民
か
ら
結
成
へ
の
賛
同
が
寄
せ

ら
れ
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま

し
た
。

集
会
で
は
、
法
政
大
学
名
誉
教

授
の
五
十
嵐
仁
さ
ん
が
記
念
講
演
。

南
ス
ー
ダ
ン
へ
の
自
衛
隊
派
遣
、

文
科
省
の
天
下
り
事
件
、
共
謀
罪

法
案
の
提
出
強
行
、
森
友
学
園
事

件
な
ど
で
安
倍
政
権
は
追
い
詰
め

ら
れ
て
お
り
、
「
市
民
と
野
党
の

共
同
」
と
い
う
「
勝
利
の
方
程
式
」

で
力
を
尽
く
せ
ば
政
治
は
変
え
ら

れ
る
と
強
調
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、
日
本
共
産
党
、

新
社
会
党
、
緑
の
党
、
市
民
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
代
表
が
そ
れ
ぞ
れ
あ

い
さ
つ
。「
安
倍
政
権
の
暴
走
を

食
い
止
め
る
た
め
に
、
立
場
の
違

い
を
わ
き
に
置
い
て
野
党
各
党
が

市
民
の
み
な
さ
ん
と
結
束
し
て
頑

張
る
」
と
決
意
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

民
進
党
幹
事
長
の
野
田
佳
彦
衆

議
院
議
員
か
ら
も
「
安
保
法
制
に

反
対
す
る
取
り
組
み
の
中
で
、
市

民
連
合
と
と
も
に
昨
年
の
参
議
院

選
挙
を
た
た
か
っ
た
。
来
た
る
べ

き
総
選
挙
で
も
、
出
来
る
限
り
の

協
力
を
し
て
頑
張
り
た
い
」
と
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

市
民
か
ら
の
発
言
の
あ
と
、「
申

し
合
わ
せ
」
と
「
宣
言
」
が
参
加

者
全
員
の
拍
手
で
採
択
さ
れ
ま
し

た
。
そ
こ
に
は
、
「
来
た
る
べ
き

総
選
挙
に
お
い
て
安
倍
内
閣
を
退

陣
さ
せ
よ
う
」
と
の
決
意
が
語
ら

れ
る
と
と
も
に
、
憲
法
を
守
り
、

人
間
ら
し
く
働
き
暮
ら
す
社
会
を

求
め
る
願
い
が
書
き
込
ま
れ
て
い

ま
す
。

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
は
参
加
者
全

員
で
、「
戦
争
法
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！
」「
守

れ
生
か
せ
憲
法
」
の
プ
ラ
カ
ー
ド

を
掲
げ
て
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

（２） ２０１７年４月９日 日本共産党県議会議員 丸山慎一 がんばり通信 №３７６

選
挙
で
変
え
る
！

４
区
船
橋
市
民
の
会

昨
年
７
月
の
参
院
選
で
は
史
上
初
め
て
「
市
民
と
野
党
の
共

同
」
で
選
挙
が
取
り
組
ま
れ
、
定
数
１
の
３
２
カ
所
の
選
挙
区

の
う
ち
１
１
カ
所
で
野
党
統
一
候
補
が
勝
利
。
「
総
選
挙
で
も
共

同
を
」
と
各
地
で
動
き
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

歴
史
上
初
め
て
、
核
兵
器
禁
止

条
約
を
正
面
の
主
題
に
す
え
た

「
国
連
会
議
」
が
３
月
２
７
日
か

ら
５
日
間
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
国

連
本
部
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加

は
１
１
５
カ
国
。
核
保
有
国
や
日

本
政
府
は
不
参
加
で
、
国
連
を
舞

台
に
「
核
兵
器
の
な
い
世
界
」
を

め
ざ
す
本
流
と
逆
流
の
姿
が
鮮
明

に
な
り
ま
し
た
。

第
２
期
の
会
議
は
６
月
１
５
日

か
ら
７
月
７
日
に
開
か
れ
る
予
定

で
、
６
月
１
日
ま
で
に
は
条
約
草

案
が
提
示
さ
れ
る
見
込
み
で
す
。

会
議
で
は
、
日
本
共
産
党
の
志

位
和
夫
委
員
長
が
核
軍
縮
・
不
拡

散
議
員
連
盟
（
Ｐ
Ｎ
Ｎ
Ｄ
）
の
一

員
と
し
て
出
席
し
、
「
ど
の
よ
う

に
し
て
『
核
兵
器
の
な
い
世
界
』

を
実
現
す
る
か
」
と
題
し
た
文
書

発
言
を
国
連
に
提
出
。
３
月
２
９

日
に
は
「
市
民
社
会
」
の
代
表
の

一
人
と
し
て
、
演
説
（
ス
テ
ー
ト

メ
ン
ト
）
を
行
い
ま
し
た
。

志
位
委
員
長
は
演
説
で
、
「
日

本
政
府
が
こ
の
議
場
に
い
な
い
こ

と
は
た
い
へ
ん
残
念
な
こ
と
で

す
。
し
か
し
、
被
爆
者
の
方
々
と

日
本
国
民
の
大
多
数
が
こ
の
『
国

連
会
議
』
を
支
持
し
て
い
る

こ
と
は
明
ら
か
で
す
」
と
述

べ
、
「
核
兵
器
禁
止
条
約
の
交

渉
で
、
仮
に
最
初
は
核
兵
器

保
有
国
な
ど
の
参
加
が
得
ら

れ
な
く
て
も
、
賛
成
す
る
圧

倒
的
多
数
の
国
ぐ
に
に
よ
っ

て
核
兵
器
禁
止
条
約
が
締
結

さ
れ
る
な
ら
ば
、
核
兵
器
の

使
用
と
威
か
く
は
違
法
化
さ
れ
、

核
兵
器
の
保
有
に
は
悪
の
烙
印

（
ら
く
い
ん
）
が
押
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。」
と
指
摘
。

「
核
兵
器
禁
止
条
約
の
締
結

は
、
市
民
社
会
の
組
織
の
力
と
合

わ
さ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
核
兵
器

に
依
存
す
る
国
ぐ
に
に
対
し
て
、

政
策
を
変
え
、
核
兵
器
の
完
全
廃

絶
へ
の
取
り
組
み
に
加
わ
る
よ
う

迫
る
も
の
と
な
り
ま
す
」
と
会
議

の
意
義
を
強
調
し
、
核
兵
器
禁
止

条
約
の
実
現
を
訴
え
ま
し
た
。

志
位
委
員
長
の
演
説
に
対
し

て
、
セ
ル
ジ
オ
・
ド
ゥ
ア
ル
テ
元

国
連
軍
縮
担
当
上
級
代
表
は
「
被

爆
国
日
本
か
ら
、
今
、
始
ま
っ
た

核
兵
器
禁
止
条
約
交
渉
の
プ
ロ
セ

ス
に
と
っ
て
励
ま
し
を
受
け
ま
し

た
。
良
い
発
言
で
し
た
」
と
評

価
。
オ
ラ
ン
ダ
反
核
Ｎ
Ｇ
Ｏ
「

パ
ッ
ク
ス
・
ク
リ
ス
テ
ィ
」
の
メ

ン
バ
ー
は
、
「
日
本
政
府
の
か
わ

り
に
日
本
の
声
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま

し
た
」
と
歓
迎
し
ま
し
た
。

政
党
代
表
が
あ
い
さ

つ
や
メ
ッ
セ
ー
ジ

「
選
挙
で
変
え
る
！
４
区
船
橋
市
民
の
会
」

の
発
足
集
会
で
ア
ピ
ー
ル
す
る
参
加
者
。

＝
４
月
１
日
・
勤
労
市
民
セ
ン
タ
ー

集
会
で
「
市
民
の
み
な
さ
ん
と
共
同
し
て

頑
張
る
」
と
決
意
を
述
べ
る
政
党
代
表
。

＝
４
月
１
日
・
勤
労
市
民
セ
ン
タ
ー

法
政
大
学
の
五
十
嵐

仁
名
誉
教
授
が
講
演

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
国
連
本
部
で
開
か
れ
た
「
国
連

会
議
」
で
演
説
す
る
志
位
委
員
長
。

＝
３
月
２
９
日
・
国
連
本
部

核
兵
器
使
用
が
違
法

化
さ
れ
る
意
義
強
調


